
 

個人での申し込みはもちろんのこと、研修先として委託を希望される自治体には公費負担での手続きの
ご要望に添えるよう検討させていただきますので、お問い合わせください。 

《 受講者募集のご案内 》 

文部科学省の調査では、小・中学校の不登校児童生徒数は約 34 万 6 千人、そのうち専門的な相談を

受けていない児童生徒は 13 万 4 千人となっています。いじめ、児童虐待などの問題に加え、子どもた

ちを支える家庭や地域の教育力の低下など、子どもたちを取り巻く環境はますます厳しく、子どもたち

の権利が守られていない状況が懸念されています。  

 

こうした中、スクールソーシャルワーカー（以下、SSWr）の採用・配置も急速に進むようになりま

したが、配置形態にも様々な展開がみられ、経験の少なさから活動に不安を抱いたり、学校においてど

のように教職員と協働したらよいか悩んだりするといった声も聞かれます。 

 

本講座は「チーム学校」の一員として、また福祉に関する専門家として相応しい SSWr の資質と能

力の向上を目指します。児童生徒を取り巻く環境の理解、SSWr に求められる役割や専門性、支援の在

り方などについて、グループワークや事例検討などを通して学びを深めます。 

 

＊日程や講座順序は、変更する場合があります。 

＊実践講座スタッフは、スクールソーシャルワーカー、地域で活動しているソーシャルワーカーです。 

 

詳細は裏面をご覧ください  

講 座 日　　時 テーマ 講師・シンポジスト

1
6月14日(土)

13:30～16:30

2
7月12日(土)

13:30～16:30

3
8月9日(土)

13:30～16:30

日本大学文理学部

助教　高 石 啓 人

5
10月11日(土)

13:30～16:30
事例検討による子ども支援の実際②

4
9月13日(土)

13:30～16:30

〈進行〉元特別支援学校校長　朝 日 滋 也
                  当法人理事

実践講座スタッフ

子どもを真ん中においたチーム学校づくり

～ 校長・担任の役割、SSWrとの協働 ～

〈オリエンテーション〉

スクールソーシャルワーカーの基盤

～ 歴史・役割・子どもの権利条約 ～

公立小学校校長　加 藤 憲 司

都内小学校教諭　田 中 祐 也

子ども支援の実際

～ 支援の展開、地域資源の活用 ～

（配置・巡回・派遣等、方式の違いを踏まえて）

実践講座スタッフ

実践講座スタッフ事例検討による子ども支援の実際①

6
11月8日(土)

事例検討による子ども支援の実際③ 実践講座スタッフ
13:15～16:45

日程および講座内容  【受付開始 13:15 (最終日のみ 13:00)】 


